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事故にあわない、
           おこさない

各務原警察署  交通課
佐藤浩一・交通総務係長

　

昨
年
１
年
間
に
、
県
内
で
は
７
万
５
４

３
９
件
の
交
通
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
物
損
事
故
は
６
万
８
７
９
３

件
、
人
身
事
故
は
６
６
４
６
件
。
こ
れ
ら

の
事
故
で
90
人
が
亡
く
な
り
、
８
９
９
１

人
が
負
傷
し
ま
し
た
。

　

同
じ
期
間
、
各
務
原
市
内
で
は
、
物
損

事
故
が
５
０
６
２
件
、
人
身
事
故
は
５
８

３
件
、
合
計
５
６
４
５
件
の
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
事
故
に
よ
る
死
者

数
は
７
人
、
負
傷
者
数
は
７
７
０
人
で
し

た
（
下
表
①
・
②
参
照
）。

　

ま
た
、
過
去
５
年
間
に
市
内
で
発
生
し

た
事
故
を
見
る
と
、
そ
れ
ま
で
は
横
ば
い

だ
っ
た
物
損
事
故
件
数
が
昨
年
は
増
加
、

人
身
事
故
件
数
は
平
成
25
年
を
ピ
ー
ク
に

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
故
で
の
負
傷
者

数
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
死
者
数
は

一
時
減
少
し
た
後
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
（
下
図
①
・
②
参
照
）。

　

悲
惨
な
事
故
を
防
ぎ
、
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。
各
務
原
警
察
署
の
佐
藤
係
長
に
、

こ
れ
ま
で
発
生
し
た
事
故
や
、
事
故
防
止

の
ポ
イ
ン
ト
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
交
通
事
故
が
発
生
し
た
場
所
の

ワ
ー
ス
ト
３
は
す
べ
て
国
道
21
号
の
交
差

点
で
、
①
那
加
緑
町
４
丁
目
②
三
ツ
池
町

③
各
務
原
町
１
丁
目
③
小
佐
野
町
（
③
は

同
数
）
で
し
た
。
し
か
し
、
死
亡
事
故
や

重
傷
事
故
な
ど
は
、
日
ご
ろ
か
ら
通
り
慣

れ
て
い
る
生
活
道
路
で
発
生
し
て
い
ま

す
。
交
通
量
の
多
寡
に
関
わ
ら
ず
、
常
に

注
意
深
く
運
転
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
夜
間
に
事
故
が
発
生
す
る
こ
と

が
多
い
こ
と
か
ら
、「
笑
顔
で
ハ
、
ハ
、

ハ
運
動
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

「
ハ
、
ハ
、
ハ
」
は
、
夜
間
の
交
通
事
故

を
防
ぐ
た
め
の
３
項
目
の
頭
文
字
を
取
っ

た
も
の
で
す
。「
早
め
の
ラ
イ
ト
・
オ
ン
」、

「
ハ
イ
ビ
ー
ム
が
基
本
」、「
反
射
材
の
装

着
」
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

悲
惨
な
交
通
事
故
を
無
く
す
た
め
に
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

マ
ナ
ー
の
向
上
や
、
日
ご
ろ
か
ら
交
通
安

全
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
交
通
専
任
指
導
員
が

参
加
者
の
年
齢
に
合
わ
せ
て
指
導
を
す
る

交
通
安
全
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
向
け
の
教
室
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
模
擬
道
路
を
作
り
、
信
号
機
の
見
方

や
横
断
歩
道
の
安
全
な
渡
り
方
、
児
童
に

は
実
際
に
自
転
車
を
使
っ
て
安
全
な
乗
り

方
を
指
導
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
教
室
で
は
、
年
齢
と
と
も
に

衰
え
る
判
断
力
な
ど
を
自
覚
し
、
ゆ
と
り

を
持
つ
こ
と
な
ど
、
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン

ト
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
交
通
安
全
教
室
は
、
申
込
が

あ
れ
ば
随
時
開
催
し
ま
す
。
自
治
会
や
子

ど
も
会
な
ど
、
身
近
な
地
域
で
交
通
安
全

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
込
と
詳
細　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
☎
０

５
８
（
３
８
３
）
１
９
９
７

　

そ
し
て
、
最
近
は
高
齢
者
が
関
わ
る
事

故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

　

ま
た
、
市
だ
け
で
な
く
、
交
通
安
全
協

会
や
警
察
署
な
ど
、
地
域
全
体
が
連
携
し

て
、
事
故
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
年
、
季
節
ご
と
の
交
通
安
全
運
動
で

は
、さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。

中
に
は
、
交
通
事
故
に
「
気キ

ーぃ
つ
け
て
」

と
、「
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」を
配
布
す
る
な
ど
、

皆
さ
ん
に
交
通
安
全
を
意
識
づ
け
る
よ
う

な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

  

岐
阜
県
内
・
各
務
原
市
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故

  

交
通
事
故
防
止
の
取
組

地
域
が
連
携
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

交
通
安
全
教
室
を
開
催

過
去
５
年
間
の
事
故
発
生
数

　

最
後
に
、
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
交

通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、「
相
手
へ
の
思
い
や
り
」

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
運
転
手
や
歩
行
者
、

自
転
車
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
思
い

や
り
を
持
ち
、
事
故
の
な
い
各
務
原
を
築

い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

事
故
を
減
ら
す
ポ
イ
ン
ト
は
、「
相
手
へ
の
思
い
や
り
」

岐
阜
県
警
で
は
高
齢
者
の
事
故
防
止
に
重

点
を
置
い
た
取
組
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
小
学
校
区
ご
と
に
２
・

３
人
の
高
齢
者
に
「
シ
ル
バ
ー
・
セ
ー
フ

テ
ィ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
委
嘱
。
各
地

域
の
行
事
な
ど
で
、
啓
発
活
動
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、「
高
齢
者
交
通

安
全
大
学
校
」
を
開
催
し
、
参
加
型
の
講

習
を
通
し
て
楽
し
み
な
が
ら
事
故
防
止
を

意
識
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
し
て
、
皆
さ
ん
の
交

通
安
全
意
識
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

②市内で発生した被害者数 ①市内で発生した事故件数 ①事故件数（平成 28 年）

②被害者数（平成 28 年）
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交
通
事
故
防
止
や
公
共
交
通
機
関
の
利

用
促
進
の
た
め
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返

納
し
た
方
に
、
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
交

付
し
ま
す
。

詳
細　

商
工
振
興
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）

９
９
１
２

　

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
す
る
方
で
、

県
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
な
ど
に
申
請

手
数
料
（
１
０
０
０
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
細　

各
務
原
地
区
交
通
安
全
協
会
☎

０
５
８
（
３
７
１
）
４
９
２
０

那加第一小学校区
今尾 幸 さん

蘇原第一小学校区
今井 正 さん

　

地
域
の
子
ど
も
は
、
地
域
で
守
り
育
て
る

　
「
だ
ろ
う
」
で
は
な
く
、「
か
も
し
れ
な
い
」
の
意
識
を

　

昨
年
、
県
内
で
発

生
し
た
事
故
で
亡
く

な
っ
た
高
齢
者
は
、

56
人
。
こ
の
う
ち
の

多
く
は
、「
道
路
横

断
中
の
歩
行
者
」
で

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
身
体

能
力
な
ど
の
衰
え
を
自
覚
し
、
時
間
と
気

持
ち
に
ゆ
と
り
を
も
っ
た
行
動
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
道
路
を
横
断
す
る
と
き
な
ど

は
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、「
止
ま
る
・
見
る
・
待
つ
・
確
か
め
る
」

と
十
分
に
安
全
確
認
を
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
最
近
は
、
高
齢
者
が
加
害
者
と
な

る
事
故
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。「
事
故

に
あ
わ
な
い
、
お
こ
さ
な
い
」
た
め
に
注

意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
、
市
の
交
通
専
任

指
導
員
、
山
内
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
関
わ
る
事
故
は
、「
自

宅
か
ら
１
キ
ロ
圏
内
」
の
場
所
で
最
も
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
身
近
な
道
路
で
の

事
故
が
多
い
こ
と
か
ら
、
通
学
路
や
遊
び

に
行
く
と
き
な
ど
に
利
用
す
る
道
路
に
つ

い
て
、「
危
険
な
場
所
は
な
い
か
」
子
ど

も
の
目
線
で
見
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
具
体
的
に
「
ど
う
注
意
し
た
ら
よ
い

か
」な
ど
を
家
庭
内
で
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
「
飛
び
出
し
」
が
事

故
の
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
が
小
さ
い
う
ち
か
ら
、
危
険
な
行
動

や
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
理
解

さ
せ
、「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
こ

と
を
身
に
付
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
で
は
、
児
童
の
登
下
校
を
見
守
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。「
通
学
路
見
ま
も
り
隊
」
と
し
て
、

平
成
16
年
の
発
足
当
初
か
ら
、
こ
の
活
動

を
続
け
る
お
二
人
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
各
自
動
車
教
習
所
で
高
齢
者

講
習
の
実
施
前
に
行
っ
て
い
た
「
認
知
機

能
検
査
」
を
、
運
転
者
講
習
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
免
許
の
更

新
を
希
望
す
る
75
歳
以
上
の
方
は
、
講
習

セ
ン
タ
ー
で
認
知
機
能
検
査
を
受
検
し
、

そ
の
検
査
結
果
に
基
づ
い
た
高
齢
者
講
習

を
自
動
車
教
習
所
で
受
講
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
後
、
講
習
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
免
許
更
新
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、認
知
機
能
検
査
で「
認
知
症
の
お

そ
れ
あ
り
」と
判
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、臨

時
適
性
検
査
を
受
検
す
る
か
、
医
師
の
診

断
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

信
号
無
視
や
逆
走
、
一
時
不
停
止
な
ど

の
違
反
行
為
は
、
認
知
機
能
が
低
下
し
た

場
合
に
行
わ
れ
や
す
い
違
反
行
為
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
75
歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー

が
、
こ
れ
ら
の
違
反
行
為
を
す
る
と
、「
臨

時
認
知
機
能
検
査
」
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
検
査
で「
認
知
症
の
お
そ
れ
あ
り
」

と
判
定
さ
れ
た
場
合
、
臨
時
適
性
検
査
を

受
検
す
る
か
、
医
師
の
診
断
書
の
提
出
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

◆
認
知
症
の
お
そ
れ
の
あ
る
方
に

　
「
臨
時
適
性
検
査
」
な
ど
を
実
施

◆
臨
時
認
知
機
能
検
査
を
実
施

今
尾
さ
ん　

活
動
を
始
め
る
に
あ
た
り
、

子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
が
と
て
も
楽

し
み
で
し
た
。
ま
た
、「
で
き
る
と
き
に  

で
き
る
こ
と
を  

楽
し
み
な
が
ら
」
と
い

う
合
言
葉
を
聞
い
て
、
負
担
に
な
ら
ず
気

楽
に
で
き
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

実
際
に
活
動
を
始
め
る
と
、
あ
い
さ
つ

を
交
わ
し
た
り
、
お
礼
を
言
わ
れ
た
り
し

て
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
方
と
の
絆

が
深
ま
り
ま
し
た
。

今
井
さ
ん　

登
下
校
を
見
守
る
と
い
う
の

は
、
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
、
と
て

も
よ
い
活
動
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
活
動
を
続
け
る
こ
と
で
、
自
分
自

身
も
規
則
正
し
い
生
活
が
で
き
、
健
康
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
地
域
の
子

ど
も
は
、
地
域
で
守
り
育
て
る
」
と
い
う

意
識
を
持
っ
て
、
長
く
続
け
た
い
で
す
。

　

高
齢
者
の
歩
行
中
の
交
通
事
故
の
う

ち
、
約
６
割
は
自
宅
か
ら
５
０
０
メ
ー
ト

ル
以
内
の
身
近
な
場
所
で
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
最
近
は
、
道
幅
の
狭
い
生
活
道
路
で

も
交
通
量
が
増
え
て
い
ま
す
。
慣
れ
て
い

る
道
で
も
「
車
は
来
な
い
だ
ろ
う
」
と
油

断
す
る
こ
と
な
く
、「
車
が
来
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
い
う
意
識
を
持
つ
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
高
齢
運
転
者
の
中
に
は
、
運
転

す
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
無
理
に
運
転
を
し

な
い
こ
と
も
事
故
防
止
の
１
つ
で
す
。

　

市
な
ど
で
は
、
運
転
免
許
証
の
自
主
返

納
に
関
す
る
支
援
や
助
成
も
行
わ
れ
て
お

り
、
自
主
返
納
す
る
方
も
増
え
て
き
ま
し

た
。
こ
の
機
会
に
、
運
転
免
許
証
の
返
納

に
つ
い
て
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

入
園
・
入
学
シ
ー
ズ
ン
は
、
子
ど
も
た
ち
の
行
動
範
囲
が
ぐ
っ

と
広
が
り
、
事
故
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の

か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
る
た
め
、
家
庭
で
、
地
域
で
で
き

る
交
通
安
全
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
の
死
者
数
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め

る
割
合
は
、
年
々
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
事
故
を

防
ぐ
に
は
、
本
人
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
理
解
も
不
可
欠
。

そ
こ
で
、
高
齢
者
の
事
故
の
特
徴
と
対
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

新
設
さ
れ
た
「
準
中
型
免
許
」
で
は
、

車
両
総
重
量
7.5
ト
ン
未
満
、
最
大
積
載
量

4.5
ト
ン
未
満
の
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
準
中
型
免
許
の
新
設
に
伴
い
、

普
通
免
許
で
運
転
で
き
る
自
動
車
の
範
囲

が
縮
小
さ
れ
ま
す
が（
左
表
参
照
）、
平
成

19
年
６
月
２
日
～
平
成
29
年
３
月
11
日
に

取
得
し
た
普
通
免
許
で
あ
れ
ば
、「
５
ト
ン

限
定
準
中
型
免
許
」
と
み
な
さ
れ
、
改
正

前
に
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
た
自
動
車
を

引
き
続
き
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
３
月
12
日
か
ら
、
新
し
い
道

路
交
通
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
改

正
点
は
、
左
記
の
と
お
り
。
ベ
テ
ラ
ン
の

ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
免

許
を
取
る
人
も
、
一
度
確
認
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

◆
「
準
中
型
免
許
」
が
新
設

改
正
道
路
交
通
法
が

　
　
　
　

施
行
さ
れ
ま
し
た

普通免許
（18 歳以上）

車両総重量 5ｔ未満
最大積載量 3ｔ未満

中型免許
（20 歳以上）

車両総重量 11ｔ未満
最大積載量 6.5ｔ未満

普通免許
（18 歳以上）

車両総重量 3.5ｔ未満
最大積載量 2ｔ未満

準中型免許
（18 歳以上）

車両総重量 7.5ｔ未満
最大積載量 4.5ｔ未満

中型免許
（20 歳以上）

車両総重量 11ｔ未満
最大積載量 6.5ｔ未満

※中型・大型免許に変更はありません

家
庭
で
、
地
域
で
、

　
　
　
　
子
ど
も
た
ち
を
守
る

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

   

事
故
に
あ
わ
な
い
・
お
こ
さ
な
い

「
見
ま
も
り
隊
」
隊
員
募
集

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
を

　
　
　
　
　
　
　
　

支
援
し
ま
す

運
転
経
歴
証
明
書
の

　
　
　
　
　

申
請
手
数
料
を
助
成

　
「
通
学
路
見
ま
も
り
隊
」
の
皆
さ
ん
は
、

児
童
の
登
下
校
の
時
間
を
中
心
に
、
横
断

歩
道
な
ど
で
あ
い
さ
つ
や
声
か
け
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
安

全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
の
一
躍
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
新
た
な
隊

員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。「
通
学
路
見
ま
も

り
隊
」に
参
加
し
て
、

地
域
の
子
ど
も
と
ふ

れ
あ
い
を
深
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

詳
細　

青
少
年
教
育
課
内
青
少
年
育
成
市

民
会
議
事
務
局
☎
０
５
８（
３
８
３
）１
４

８
４

山内一治・市交通専任指導員
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　幼児～成人を
対象に、水泳教
室を開催します。
お気軽にご参加
ください。
期間　6 月 10 日～ 8 月 8 日（各
教室 8 回）
日程　下表のとおり
費用　親子教室 6000 円、その
他 5700 円（傷害保険料含む）
申込　市民プール、市役所総合
案内、市民サービスセンター、
総合体育館、スポーツ課、ライ
フデザインセンターにある申込
書（市ウェブサイトからもダウ
ンロード可）に記入し、4 月 15 日
～ 5 月 19 日にいずれかの窓口

市民プール
第 2期水泳教室

教室名 曜日 時間 対象 定員 抽選日時
1

成人
月 10:30 ～ 11:30

16 歳以上の男女

30 人

9:00

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
月
28
日（
日
）

2 火 10:30 ～ 11:30 20 人

3 金 20:00 ～ 21:00 20 人

4
ヘルシー

水
10:30 ～ 11:30 16 歳以上の男女 20 人 9:20

5 金
6 マスターズ 火 10:30 ～ 11:30 16 歳以上の男女 10 人 9:20

7
アクアビクス

火 13:30 ～ 14:30
16 歳以上の女性 35 人 9:40

8 土 19:00 ～ 20:00

9 親子 土 10:30 ～ 11:30
幼児と保護者
（備考参照）

25 組
50 人

10:00

10

幼児

月

16:00 ～ 17:00

　 平成 23 年
　 　4 月 2 日～
　 平成 26 年
　　 4 月１日に
　  生まれた方

30 人

10:15

11 火※ 10:30

12 水 10:45

13 金 11:00

14 土 14:30 ～ 15:30 11:15

15

ミックス

月

17:00 ～ 18:00
　 幼児（年中 ･
　 年長向き）

と
　 小学生（低学
　 年向き）

45 人

11:35

16 火 13:00

17 水※ 13:25

18 金 13:50

19 土 15:30 ～ 16:30 14:15

20 土 16:30 ～ 17:30 14:40

21

小学生

月

18:00 ～ 19:00
小学生 45 人

15:05

22 火 15:30

23 水 15:55

24 金※ 16:20

25 土 17:30 ～ 18:30 16:45

第 2 期水泳教室一覧
FAX

またはファクス（要送付確認）、
郵送で〒 509-0143 鵜沼小伊木
町 4-300、市民プール
備考　 ▽費用は抽選後、抽選当
日納入 ▽受講料の返金不可 ▽親
子教室は、オムツのとれた幼児

（未就学児）と保護者が対象 ▽

小学生・幼児・ミックス教室は、
保護者が申込 ▽ 抽選日は印鑑・
受講料を持参し、抽選 10 分前
までに来場 ▽教室の途中変更不
可 ▽妊婦の申込不可 ▽教室前後
の遊泳無料。ただし幼児は保護
者同伴 ▽定員に満たない教室は
追加募集あり ▽ 曜日に※のつ
いた教室は市民を優先し、空き
がある場合に限り 6 月 4 日～
市外の方も申込受付
詳細　市民プール☎ 058-370-65
06　 058-370-6507

　日本百名山のひとつ、「霧ヶ峰
（1925 ｍ）」に登ります。

日時　5月21 日（日）　6:00 中央
図書館北集合、20:00 帰着予定

（雨天時は場所の変更あり）
対象　約 5 時間の山岳歩行がで
きる方
定員　70 人（申込順）
費用　5000 円（返信はがき記載
の口座へ振込。別途、振込手数
料が必要）
持参品　かっぱ、防寒着、タオ
ル、昼食、非常食、飲料水
備考　速乾性の衣類・トレッキ
ングシューズ着用
申込と詳細　4 月 25 日（必着）
までに、往復はがきに申込者全
員の｢住所、氏名、性別、年齢、電
話番号、返信先」を明記し、〒 50
4-8555 那加桜町 1-69、市役所
スポーツ課☎ 058-383-1231

市民登山大会

期間　5 月 1 日～平成 30 年 3 月
31 日
対象　市税を完納している市内
在住の方で、農地を所有してい
ない、または耕作していない方
農園名と定員　 ▽ 前洞新町＝ 2
区画 ▽ 蘇原希望＝ 4
区画 ▽ 鵜沼朝日東＝
19 区画 ▽ 鵜沼朝日西
＝ 16 区 画 ▽ 鵜 沼 南
町＝ 11 区画（1 世帯
につき 1 区画、応募
者重複区画は抽選）
区画面積　1 区画約 30 ㎡
費用　年間 5000 円
備考　 ▽毎年更新で 4 回まで更
新可 ▽ 空き区画は、5 月 1 日～
12 月まで随時受付（申込順）
申込と詳細　印鑑を持参し、4 月
17 日　8:30～21 日（土・日曜日
除く）に農政課☎ 058-383-1129

市民農園の
利用者募集

　春先は、空気が乾燥し風が強
いため、山火事の起こりやすい
季節です。火の取り扱いには十
分ご注意ください。
詳細　農政課☎ 058-383-1129

山火事予防運動
実施中

種類（相談員） 相談内容 日時 場所
家庭相談（家庭相談員） 夫婦・親子に関する問題 月曜日　9:00 ～ 16:00　

市民相談室（市役所 4 階
まちづくり推進課）
☎ 058-383-1884

暴力相談（各務原警察署員） 暴力行為や暴力団対策など 第 1・3 月曜日　9:00 ～ 12:00
犯罪被害者相談
（各務原警察署員・市職員）

犯罪被害に遭った方や遺族の方
に対する支援の紹介など 第 1・3 月曜日　9:00 ～ 12:00

消費生活相談室
（消費生活相談員）

商品やサービスの契約トラブル
などに関する相談（予約優先、電
話相談可）

月・水・木・金曜日　10:00 ～ 17:00

法律相談（弁護士） 紛争や事故などの訴訟や法律問
題（要予約）

火曜日　13:00 ～（1 人 20 分、7 人ま
で、予約受付  前日 10:00 ～）

行政相談（行政相談委員） 国および国が負担する県や市の
事業に対する苦情・要望 第 1・2・3 火曜日　10:00 ～ 12:00

一般相談（嘱託相談員） 暮らしの中での法律に関する困
りごと、悩みごと（1 人 30 分） 水・木・金曜日　9:00 ～ 16:00

不動産相談
（宅地建物取引主任者）

土地・家屋の売買、貸借などの
不動産問題 第 1 水曜日　9:00 ～ 12:00

建築相談（建築士） 建築条件、住宅の設計、木造住
宅の耐震診断など 第 1 水曜日　13:00 ～ 15:00

登記・土地境界相談
（司法書士・土地家屋調査士）

不動産の登記手続き、相続、遺
言、土地の境界問題など 第 2・4 水曜日　13:00 ～ 16:00

行政書士相談（行政書士） 相続・遺言手続き、農地転用、
開発手続など 第 3 木曜日　9:00 ～ 12:00

交通事故相談
（交通事故相談員）

交通事故の過失割合、示談手続
きなど 第 2 木曜日　13:00 ～ 16:00

女性のための法律相談
（女性弁護士）

離婚、相続、DV など主に女性
が抱える悩みや問題（要予約）

第 4 木曜日（11・12 月は第 3 木曜日）
14:00 ～（1 人 20 分、6 人 ま で、 予
約受付  前日 10:00 ～）

税務相談（税理士） 所得税、相続税、贈与税など税
金に関すること 第 1・3 金曜日　9:00 ～ 12:00

労働・社会保険相談
（社会保険労務士）

労災、雇用、失業保険、労働基
準法など 第 2 金曜日　10:00 ～ 12:00

人権相談（人権擁護委員） 差別、中傷、いじめ、家庭内暴力、
性的少数者（LGBT）など人権問題 第 1 金曜日　13:00 ～ 16:00

結婚相談（結婚相談員） 結婚相手の紹介 水・土曜日　9:30 ～ 15:00
結婚相談所（産業文化
センター 5 階）
☎ 058-383-6212

心の健康相談
（保健所嘱託医師）

精神的な病気の対応や治療につ
いて（要予約☎ 058-380-3004）

第 2 木曜日（4 月は休み）　
13:30 ～ 15:00 総合福祉会館 3 階

年金相談（嘱託年金相談員） 主に厚生年金に関する相談 月～金曜日　9:00 ～ 16:00 市役所市民課
☎ 058-383-1113

家庭児童相談
（家庭児童相談員） 育児などに関する相談 月～金曜日　9:00 ～ 16:00 市役所子育て支援課

☎ 058-383-7203
ひとり親・女性相談（母子・父
子自立支援員兼女性相談員）

ひとり親家庭などの生活相談・
DV 相談 月～金曜日　9:00 ～ 16:00 市役所子育て支援課

☎ 058-383-7203

少年電話相談（少年相談員） 不登校、思春期の心の悩みや親
としての心配ごと 月～金曜日　9:00 ～ 16:00

少年センター（産業文
化センター 7 階）
☎ 058-389-3700

高齢者相談（市職員） 高齢者の生活問題など 月～金曜日　9:00 ～ 16:00 市役所高齢福祉課
☎ 058-383-1779

ポルトガル語など生活相談
（ブラジル人相談員） 在日ブラジル人などの生活相談 月～金曜日　9:00 ～ 17:00

国際交流サロン（産業
文化センター 1 階）
☎ 058-383-1417

　各分野の専門家が、丁寧に対
応します。
申込　相談の終了時間 1 時間前
までに、各相談窓口で受付
備考　 ▽ 12:00 ～ 13:00 は相談

ご利用ください！
市民相談

できません ▽相談員の都合で休
みとなる場合があります ▽土曜

（結婚相談を除く）、日曜、祝日、盆、
年末年始（12 月 25 日～ 1 月 4 日）
は休み ▽ 少年電話相談は、7 月
15 日～中央図書館 4 階で実施
詳細　まちづくり推進課☎ 058-
383-1884

相談一覧
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　エリア担当職員
は、地域と市役所
のパイプ役として、
市民の皆さんが感
じた地域の課題や
問題などの相談に
応じています。現在、エリア担
当職員を 4 人配置しています。

【エリア担当職員の配置場所】　

▽那加地区＝市役所まちづくり
推進課☎ 058-383-1662 ▽ 稲羽
川島地区＝稲羽市民サービスセ
ンター☎ 058-382-0209 ▽鵜沼地
区＝鵜沼市民サービスセンター
☎ 058-384-2111 ▽蘇原地区＝蘇
原市民サービスセンター☎ 058-
383-7551
詳細　まちづくり推進課☎ 058-
383-1662

ご相談ください
エリア担当職員

【オオキンケイギクの駆除にご
協力ください】
　オオキンケイギクは、繁殖力
が強く、生態系に重大な影響を
及ぼす恐れがあるため「特定外
来生物」に指定されています。
　絶対に持ち帰ったり、植えた
りしないでください。運搬、栽
培することは法律で禁止されて
います。
駆除方法　根から抜き取り、袋に
密閉して日当たりの良い場所に
数日置き、草が枯れてから、燃や
すゴミとして出してください

【親子環境学習】
　オオキンケイギクを抜き取り、
花びらで染物の体験、ゲームで外
来生物の正しい知識を学びます。
日時　5 月 20 日（土）　9:30 ～
12:00（雨天中止）
場所　かさだ広場（川島笠田町）
対象　小学生と保護者（小学生
のみの参加は不可）
定員　80 人（申込順）
持参品　作業ができる服装
申込と詳細　5 月 8 日までに環
境政策課☎ 058-383-4231

オオキンケイギク
駆除と親子環境学習

　登録すると、毎年 2 月に開催
されるシニア文化祭に参加でき
ます。
対象　 ▽趣味を同じくする高齢
者主体のグループ ▽ 市内在住・
在勤者で組織された、8 人以上
のグループ ▽ クラブ員の 2/3 以
上が 60 歳以上 ▽ クラブの代表
者が 60 歳以上 ▽ 年間の活動計
画を立てて、計画的かつ継続的
に活動するグループ ▽政治活動
や宗教活動に偏らず、営利を目
的としないこと
申込と詳細　所定の様式で高齢
福祉課☎ 058-383-1779

高齢者趣味の
クラブに登録を

　市では、幅 4 ｍ未満の道路（狭
あい道路）の拡幅整備を進めてい
ます。
　建築基準法で道路とみなされ
る土地を寄付していただくこと
を前提に、建築敷地と道路部分
の土地の測量・分筆と、寄付部
分の整備を市が行います。ご理
解・ご協力をお願いします。
詳細　建築指導課☎ 058-383-14
82

狭あい道路整備に
ご協力ください

　岐阜基地では、毎週火曜日
に（天候などで延期する場合あ
り）、夜間飛行訓練を実施してい
ます。騒音によりご迷惑をおか
けしますが、ご理解ください。
時間（予定）　 ▽夏季＝ 18:00 ～
21:00 ▽その他＝ 17:30 ～ 20:00
詳細　航空自衛隊岐阜基地渉外
室☎ 058-382-1101 内線 2271

岐阜基地
夜間飛行訓練

【すくすく子育て広場】
　お友達や保育士と遊んだり、
保護者同士の情報交流で親子
に楽しく過ごしていただいたり
する場と時間を提供しています。
お気軽にご参加ください。
日時　毎月第 2・3 木曜日　10:00
～ 11:30
場所　市内の公・私立保育所（園）
14 カ所と認定こども園 3 カ所
対象　未就園の親子
備考　 ▽ 各施設により実施日・
時間が異なる場合があります ▽

すくすく子育て広場で小さなお
子さんと遊んでいただける方を
募集しています。申込は電話な
どで子育て支援課へ

【すくすくホットライン】
　育児の悩みや不安に、電話で
お答えしています。
日時　月～金曜日（祝日除く）
10:00 ～ 14:00
連絡先　 ▽ 那加中央☎ 058-380-
1251 ▽ 尾崎 ☎ 058-380-1252 ▽

中屋☎ 058-380-1254 ▽鵜沼西☎
058-379-3070 ▽蘇原☎ 058-380-
1255 ▽雄飛ケ丘☎ 058-383-5687

▽新生☎ 058-389-3524 ▽川島☎
0586-89-5246 ▽川島東☎ 0586-
89-2724 ▽ 蘇原西☎058-380-12
57 ▽ 那加☎ 058-380-1250 ▽ 更
木 ☎ 058-380-1253 ▽ 鵜 沼 東 ☎
058-379-3072 ▽ 各務☎ 058-379-
3073 ▽蘇原南☎058-380-1256 ▽

鵜沼中☎ 058-379-3071 ▽前宮☎
058-386-0070
詳細　子育て支援課☎ 058-383-
1154

すくすく子育て広場
ホットライン

【移転補償・土地の買い入れ】
　基地周辺の一定区域を対象
に、建物などの移転補償と土地
の買い入れを実施しています。
ご希望の方は希望届を提出して
ください。
　なお、建物などの移転補償を
受けた方で、移転対象区域に農
地などがあり、買い入れを希望
する場合は、希望届の受付に期
限があります。下記へお問い合
わせ下さい。
備考　希望届は市役所総務課に
あります

【空調機器などの復旧工事】
　住宅防音工事で設置した機器
や防音サッシに不具合が出た場
合、取り替えができます。対象
などはお問い合わせください。
備考　 ▽希望届は市役所総務課、
稲羽・鵜沼市民サービスセン
ター、東ライフデザインセンター
にあります（東海防衛支局ウェ
ブサイトからもダウンロード可）

▽ 住宅防音工事を希望する方も
随時受け付けます

【共通事項】
申込と詳細　希望届を郵送で、
〒 460-0001 名古屋市中区三の丸
2-2-1、東海防衛支局防音対策課
☎ 052-952-8226

岐阜基地周辺
移転補償など

　「市民に親しまれる庁舎」の
建設に向けて、皆さんの意見を
新庁舎の設計に生かすため、「新
庁舎建設基本設計市民ワーク
ショップ」を開催します。
日時　5 月 13 日、6 月 17 日、7
月 8 日、10 月 21 日　いずれも
土曜日　13:30 ～ 15:30（全 4 回）
場所　総合福祉会館 3 階集会室

（那加桜町 2）
対象　市内在住の 18 歳以上で、
全日程参加できる方
定員　若干名（抽選）
申込と詳細　4 月 28 日（必着）ま
でに、市民サービスセンター、
管財課にある申込書（市ウェブサ
イトからもダウンロード可）に
記入し、管財課☎ 058-383-1619

新庁舎市民ワーク
ショップ参加者募集

　「かかみがはらシティマラソ
ン 2017」の各部門 1 ～ 3 位の
皆さんです（敬称略）。
ハーフ  一般男子　

△

１部（49
歳以下）＝①菱田直弥②三嶋淳
司③近澤輝剛

△

２部（50 歳以
上）＝①小川博史② 上野賢二③ 
里見謙二
ハーフ  一般女子　

△

3 部（39
歳以下）＝①伊藤恵梨② 太田亜
州加③石黒恵

△

4 部（40 歳以
上）＝①谷口由香②永井佳代③ 
中山いずみ
10km 男子　 ▽ 5 部（49 歳以下）
＝①市原利希也②池田昌雄③畑
添翔太 ▽ 6 部（50 歳以上）＝① 
永井弘明②塚原良裕③西村康
10km 女子　 ▽ 7 部（39 歳以下）
＝①堀明日香②平山未来③中島
暖乃 ▽ 8 部（40 歳以上）＝①坂川
真由美②福沢久美子③石原領子
3km 中学生男子　9 部＝①鵜飼
雄矢②吉野右恭③松本結叶
3km 中学生女子　10 部＝①吉
村唯②則武桃佳③坂川恋露
詳細　スポーツ課☎ 058-383-12
31

シティマラソン
2017 結果

　市では、建築物が
ある敷地内で、道路
に接している部分を
緑化した場合、補助
金を交付しています。
対象　敷地の境界から 5m 以内
の生け垣、樹木、芝などでの緑化
補助額　原則、市で定める標準
事業費の 1/2（最高 10 万円）
詳細　河川公園課☎ 058-383-15
33

ご利用ください
接道緑化補助制度

　掃除や洗濯など、高齢者の生
活支援を行う担い手を養成する
ため、生活支援サポーターの養
成研修を開催します。
　どんな活動か知りたいという
方は、ステップ１の受講だけで
も構いません。まずは、お気軽
にお申し込みください。
期日　 ▽ ステップ 1（入門編）
＝ 5 月 31 日（水） ▽ ステップ
2（実務編）＝ 6 月 16 日・23 日・
30 日いずれも金曜日（全 3 回）
場所　総合福祉会館 3 階集会室

（那加桜町 2）ほか
対象　市内在住の方または市内
の訪問介護事業所で働きたい方
定員　各 50 人
備考　 ▽ステップ 2 修了者には
認定書を発行 ▽ 修了後は市内の
訪問介護事業所や住民主体のボ
ランティアなどで生活支援の活
動ができます
申込と詳細　高齢福祉課☎ 058-
383-2124

生活支援サポーター
養成講座を開催

対象　平成 29 年 5 月 5 日を基
準に、次のすべてに該当する方

▽義務教育修了前の児童を養育
しているひとり親家庭などの方

▽児童、保護者ともに市の住民
基本台帳に登録されている方

（市内に住民登録があった方で、
市外の児童福祉施設に入所して
いる児童を含む）
金額　児童 1 人につき年 6000 円
申込と詳細　5 月 25 日までに
戸籍謄本（本籍が市内の方、母
子・父子医療受給者の方は不要）
と印鑑を持参し子育て支援課☎
058-383-7203

ひとり親家庭に
すこやか手当金

交通死亡事故ゼロ 117 日達成！

交通事故発生状況（3月30日現在）

前年比
人身事故 99 件 － 45 件
死者 0 人 － 5 人
負傷者 137 人 － 50 人
物損事故 1265 件 － 27 件
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

商工会議所
検定試験

【ビジネス実務法務】
期日　7 月 2 日（日）
申込期間　4 月18 日～5 月19 日

【福祉住環境コーディネーター】
期日　7 月 9 日（日）
申込期間　4 月25 日～5 月26 日

【共通事項】
場所　産業文化センター（那加
桜町 2）
費用　2 級 6480 円、3 級 4320 円
申込と詳細　各務原商工会議所
☎ 058-382-7101

日時　5 月 11 日（木）　13:40 ～
15:00
場所　総合福祉会館 1 階（那加
桜町 2）
備考　予約制
申込と詳細　岐阜保健所健康増
進課☎ 058-380-3004

精神科医による
こころの健康相談

期日　① 6 月 29 日② 7 月 27 日
③ 8 月 24 日 ④ 9 月 28 日 ⑤ 10
月 26 日⑥ 11 月 30 日⑦ 1 月 25
日⑧ 2 月 22 日　いずれも木曜日
時間　 ▽ ①③⑧＝10:00 ～12:00

▽②④⑤⑥⑦＝10:00 ～15:30
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　市内在住の女性
定員　30 人（申込順）
内容　簡単なお話と調理実習
費用　4100円（実習材料代など）
備考　修了した方は、食生活改
善推進員としてボランティア活
動ができます
申込と詳細　5 月 8 日～ 12 日
に費用を持参し、健康管理課☎
058-383-7570

おいしく楽しい
栄養教室

テクノプラザ
CAD研修

【SOLIDWORKS 基礎】
期間　4 月 17 日～18 日（2 日間）
費用　2 万 160 円

【Creo 入門】
期日　5 月 9 日（火）
費用　3600 円

【CATIA  V5 基礎】
期間　5 月 10 日～12 日（3 日間）
費用　3 万 6720 円

【共通事項】
備考　市内の方の費用（市・県
減免適用後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 05
8-379-6370

【使ってください】

▽かぶと飾り ▽バランスチェア

▽ホットカーペット

△

オルガン
（旧式） ▽ 二段ベッド

△

断ち板

▽碁盤
【さがしています】

▽自転車（婦人・子ども用） ▽

ソリ（子ども用） ▽電気あんか
備考　 ▽ 3 月 30 日現在の状況

▽一部のみ掲載、詳しくは市ウ
ェブサイト参照
詳細　環境政策課☎ 058-383-42
30

登録はお電話で
不用品交換銀行

　妊娠・出産・育児について学び、
ママ・パパになるための準備を
はじめませんか。
期日・場所　 ▽ 5 月 14 日（日）
＝東保健相談センター（鵜沼羽
場町 2） ▽ 20 日（土）＝総合福
祉会館（那加桜町 2）
受付時間　9:30～11:30
対象　分娩予定日が平成 29 年
7 月～ 9 月の妊婦と夫 ▽ 14 日

（日）＝鵜沼地区 ▽ 20 日（土）＝
那加・稲羽・川島・蘇原地区
内容　お産について、パパにでき
ること、妊婦体験、お世話体験
持参品　母子健康手帳、母子健
康手帳別冊「あすか」、筆記用具、
バスタオル 2 枚
備考　 ▽夫の参加も可 ▽動きやす
い服装でお越しください ▽駐車
料補助あり
申込と詳細　健康管理課☎ 058-
383-1115、東保健相談センター
☎ 058-379-7888

マタニティー広場 3

期日・場所　 ▽ 5 月 11 日（木）
＝東保健相談センター（鵜沼羽
場町 2） ▽ 18 日（木）＝総合
福祉会館 1 階（那加桜町 2）
受付時間　9:30 ～10:00（整理券
配布 9:00 ～）
対象　平成 27 年
5 月の出生児 ▽ 11
日＝鵜沼地区 ▽ 18
日＝那 加・ 稲 羽・
川島・蘇原地区
内容　ブラッシング指導、幼児
期の食事・栄養・育児などの相談
持参品　子どもの歯ブラシ、コッ
プ、タオル、母子健康手帳、歯
の健康手帳、2 歳児歯科教室問
診票（記入してお持ちください）
備考　駐車料補助あり
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15、東保健相談センター☎ 058-
379-7888

2 歳児歯科教室

期日・場所　 ▽ 5 月 26 日（金）
＝総合福祉会館（那加桜町 2）

▽ 31 日（水）＝東保健相談セン
ター（鵜沼羽場町 2）
受付時間　9:30 ～ 10:30
対象　乳幼児 ▽ 26 日＝那加・
稲羽・川島・蘇原地区 ▽ 31 日
＝鵜沼地区
内容　身体計測、育児相談
持参品　母子健康手帳
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15、東保健相談センター☎ 058-
379-7888

のびのび測定

期日・場所　 ▽ 5 月 2 日（火）＝
東保健相談センター（鵜沼羽場
町 2） ▽ 16 日（火）＝総合福祉会
館（那加桜町 2）
受付時間　9:30 ～ 10:30
内容　健康相談、血圧測定など
持参品　健康手帳
備考　予約制
申込と詳細　健康管理課☎ 058-
383-1116、東保健相談センター
☎ 058-379-7888

5 月の健康相談

期日・場所　 ▽ 5 月 12 日（金）
＝総合福祉会館（那加桜町 2）

▽ 26 日（金）＝東保健相談セン
ター（鵜沼羽場町 2）
受付時間　9:30 ～ 11:00
備考　 ▽予約制 ▽駐車料補助あり
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15、東保健相談センター☎ 058-
379-7888

ことばの相談

　地域包括支援センターが、認
知症の方やその家族の方、地
域の方が集ま
ることができ
る「認知症カ
フェ」を開催
します。

【オレンジカフェうぬま】
日時　4 月 19 日（水）　14:00 ～
15:30
場所　喫茶「ジョイガァデン」（鵜
沼古市場町 2）
費用　200 円
詳細　ジョイフル各務原☎ 058-
379-2521

【くすり博物館オレンジカフェ】
日時　4 月 21 日（金） 　13:00 ～  
15:30
場所　内藤記念くすり博物館（川
島竹早町）
詳細　エーザイ川島工園☎ 058
6-89-3115

【オレンジカフェ八木山】
日時　4 月 24 日（月）　13:00 ～
15:00
場所　ささえあいの家（つつじ
が丘 4）
詳細　カーサ･レスペート☎ 058-
385-3912

【こころカフェ  ぽかぽか】
日時　毎週土曜日　10:00 ～ 12:00
場所　NPO福祉サポートセンター
各務原東隣（鵜沼三ツ池町5）
費用　200 円
詳細　かかみ野☎ 058-384-8844

気軽にご参加を
「認知症カフェ」

医療機関 医療機関 詳細

休日に
急病のとき

5 月の休日急病診療所
☎ 058-383-9151（時間内）

那加桜町 2、総合福祉会館内／ 3 日（水・祝）・4 日（木・祝）5 日
（金・祝）・7 日（日）・14 日（日）・21 日（日）・28 日（日）

いずれも 9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 15:30 ／内科・小児科

5 月の歯科救急当番

3 日（水・祝）／原歯科医院☎ 058-382-0935 ／那加桜町 2
4 日（木・祝）／あさひ歯科クリニック☎058-384-0418 ／鵜沼朝日町 4
5 日（金・祝）／アストロデンタルクリニック・アストロキッズ☎
058-389-0099 ／那加萱場町 3
7 日（日）／ふかざわ歯科☎ 058-379-0321 ／鵜沼西町 1
14 日（日）／堀田歯科☎ 058-383-4125 ／蘇原瑞穂町 5
21 日（日）／又井歯科医院☎ 058-389-4688 ／蘇原希望町 1
28 日（日）／まつもとデンタルクリニック☎ 058-380-6480 ／蘇原青
雲町 5
いずれも 9:00 ～ 15:00（開設日の診療時間中のみ）

夜間に
お子さんが
急病のとき

小児夜間急病センター
☎ 058-251-1101

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／月～土曜日（祝日を除く）
19:30 ～翌朝 8:00 ／小児科（対象は 15 歳以下）

岐阜市休日急病センター
☎ 058-253-7277（時間内）

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／日曜日・祝日・年末年始
19:00 ～ 23:00（受付は 22:30 まで）／内科・小児科

小児急病センター
☎ 058-246-1111

岐阜市野一色 4-6-1（岐阜県総合医療センター救急外来）
小児科（対象は 15 歳以下）

電話で案内 救急医療情報センター
☎ 058-382-3799

年中無休 24 時間対応。症状に応じて医療機関を電話で案内します。
情報提供後、マイカーなどで受診してください。

受診の際は、保険証、後期高齢者医療被保険者証、福祉医療費受給者証、健康手帳などを持参してください。

休日や夜間などの
急病のときは

健診などに駐車料を補助

　健診時などに総合福祉会館
周辺の市の有料駐車場を利用
し、3 時間を超えた方に駐車
補助券をお渡しします。
対象となる健診など　広報紙
の記事の備考欄に記載　
申込と詳細　母子健康手帳と
駐車場入口で受け取った駐
車券を持参し、健康管理課☎
058-383-1116
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カルチャー カルチャー
M
U
S
IC 市民会館・文化ホールの

イベント・コンサート

市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8
㊡月曜日（祝日を除く）

■児童合唱団かかみのキッズ
　「スプリングコンサート 2017 25th anniversary」
日時　4 月 23 日（日）　16:00 ～（開場 15:15）
場所　市民会館
費用　全席自由 1000 円
詳細　児童合唱団かかみのキッズ・吉川☎ 090-6801-
4384
■市民会館ホワイエコンサート「音楽で感じるめいっ
　ぱいの美～ 2 つの異なる弦楽器にのせて～」
日時　5 月 18 日（木）　12:30 ～（開場 12:00）
場所　市民会館ホワイエ（ロビー）
定員　約 100 人
出演　髙橋真珠（バイオリン・写真上）、
加瀬真望子（ビオラ・同下）
費用　大人 300 円、中学生以下無料（未
就学児の入場は不可）
申込と詳細　事前に電話などで市民会館

C
U
LT
U
R
E

ゴールデンウイークは家族そろって
博物館へお出かけください！

かかみがはら航空宇宙科学博物館
☎ 058-386-8500　　058-386-9912

〒 504-0924 下切町 5-1
㊡火曜日　

■収蔵庫公開中！戦闘機「飛
ひ え ん

燕」をご覧ください
　分解された「飛燕」が見られるのは今だけ！リニュー
アル工事のため、本館・屋外展示場は観覧できません。
費用　収蔵庫入館料大人 300 円、高校生・60 歳以
上 200 円、中学生以下無料
■ペンシル水ロケット製作教室
日時　4 月 29 日（土・祝）・30 日（日）、5 月 3 日（水・
祝）・4 日（木・祝）　① 11:00 ～② 14:00 ～
対象　年少以上の親子
定員　各 20 組
費用　1 機 1000 円
申込　電話でかかみがはら航空宇宙科学博物館

FAX

N
A
TU
R
E

　畝
うね

づくりから収穫・おやつ作
りまで、サツマイモの成長を見守
り、食べ物の大切さを考えます。
日時・内容　

△

5 月 14 日（日）　9:15 ～ 13:30 ＝畝
づくり・苗植え

△

7 月 22 日（土）　8:45 ～ 13:00 ＝
草引き・水やり・学習交流会

△

10 月 28 日（土）　9:15
～ 13:30 ＝収穫・おやつ作り（全 3 回）
対象　市内の小学2 ～ 6 年生で 3回とも参加できる方
定員　30 人（抽選、10 人に満たない場合は中止）
費用　1350 円（3 回分）
備考　 ▽ 応募は 1 人 1 口、兄弟・姉妹のみ連名申
込可 ▽友人と当落を共にする場合はその旨を明記 ▽

結果は締め切り後、1 週間以内に郵送で連絡
申込　4 月 28 日（必着）までに ▽はがき＝「氏名、ふ
りがな、性別、学校名、学年、保護者氏名、郵便番号、
住所、電話番号、キャンセル待ちの有無」を記入し少
年自然の家 ▽市ウェブサイト＝ http://www.city.kaka
migahara.lg.jp/127/3910/009425.html の「めざせ！
さつまいも博士」ページから専用フォームで申込

子どもふれあい体験 3 回シリーズ
「めざせ！さつまいも博士」

少年自然の家
☎ 058-370-5280

〒 509-0143 鵜沼小伊木町 4-213
㊡月曜日、祝日

N
A
TU
R
E

家族そろってプチキャンプ ! テント泊＆
アウトドア体験　ファミリー宿泊デー①

日時　5 月 20 日（土）　10:00 ～ 21 日（日）　15:15
（1 泊 2 日 4 食付）

対象　年中～大学生の子どもを含む 2 人以上の家族
（年少以下の参加・入場は不可）

定員　20 家族（抽選）
内容　テント泊、伊木山フィールドワーク、キャンプ
ファイア、天体観察、マスつかみ、野外炊事　ほか
費用　大人 1 人 3450 円、子ども 1 人 2900 円
備考　結果は締め切り後、1 週間以内に郵送で連絡
申込　5 月 2 日（必着）までに ▽ はがき＝「参加者
全員の氏名、ふりがな、性別、年齢（5 月 20 日現在）、
代表者の郵便番号・住所・電話番号、キャンセル待
ちの有無」を記入し少年自然の家 ▽ 市ウェブサイト
＝ http://www.city.kakamigahara.lg.jp/127/3910/0039
17.html の「ファミリー宿泊デー①」ページから専用
フォームで申込

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日、祝日

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820

C
U
LT
U
R
E

5 月は新しいことにチャレンジしたい！
そんなあなたにお勧めの講座です

■夫婦でチャレンジ！講座
　「初夏のノルディックウオーキング」
日時　5 月 21 日（日）　9:30 ～ 11:00
場所　かさだ広場（川島笠田町）
対象　成人
定員　20人（応募者多数の場合は夫婦の申込を優先）
費用　受講料 300 円、ポールレンタル代 300 円（持
参の場合は不要）
備考　雨天時は中央ライフデザインセンタ―で実施
申込期限　5 月 9 日（火）
申込記載事項　ポールレンタル数
■子育てママの教養講座
　「和のおもてなし “華道” を学ぶ」
日時　5 月 27 日（土）　10:00 ～ 11:30
対象　高校生までの子どものいる方
定員　12 人（抽選）
講師　小島三保・華道家元池坊岐阜支部副支部長
費用　受講料 300 円、材料費 1000 円
持参品　花器、はさみ（貸し出しもあり）
備考　子どもの同伴も可（講座中は別室で託児）
申込期限　5 月 16 日（火）
申込記載事項　 ▽ お子さんを同伴する方は、氏名、
学年または年齢 ▽ 花器・はさみのレンタルの有無
■小学生チャレンジ講座「楽しくストリートダンス」
日時　5 月 28 日、6 月 4 日・18 日・25 日、7 月 9 日・
16 日・30 日、8 月 6 日・20 日、9 月 3 日・17 日・24 日、
10 月 1 日　いずれも日曜日　9:00~10:30（全 13 回）
対象　小学 3 ～ 6 年生
定員　30 人（抽選）
講師　早川直希・ダンスサークル Bambi インストラクター
費用　受講料 1950 円（別途衣装代 4000 円程度予定）
備考　9 月 17 日、10 月 1 日の時間は未定
申込期限　5 月 16 日（火）

【共通事項】
申込　各申込期限（必着）までに、「講座名、参加者全
員の氏名、年齢（学年）、住所、電話番号」と各申込記
載事項を明記し、メール chuolife@city.kakamigahara.
gifu.jp、または往復はがきで下記へ（窓口申込の場
合は、はがき 1 枚持参）

■ 5 月のプラネタリウム
日時　5 月 7 日（日）　10:00 ～ 11:00
内容　今日の星空と星座物語、彗星って何だろう？
費用　100 円
■ 5 月の出張天体観察会
日時　5 月 6 日（土）　19:30 ～ 20:30（雨天・曇天
時は中止）
場所　那加第二小学校グラウンド（那加雲雀町 1）
内容　春の星座、月、木星、二重星などの観察

N
A
TU
R
E

春の星空を見てみよう
5 月のプラネタリウム・天体観察会

東ライフデザインセンター
☎ 058-384-0507

〒 509-0145 鵜沼朝日町 3-163-2
㊡月曜日、祝日

C
U
LT
U
R
E

青年・成人合同特別講座
「初めての中国茶」

　体に良い中国茶を家で楽しみたい方
にお勧め。茶の歴史や飲み方の話も聞き
ながら、楽しい時間を過ごしましょう。
日時　5 月 13 日（土）　10:00 ～ 11:30
定員　16 人（そのうち 4 人は、市内在住または在勤
で 35 歳以下の勤労青年を優先）
講師　古西由佳
費用　受講料 300 円、材料費 500 円
申込と詳細　4 月 22 日　9:30 ～、費用を持参し直
接東ライフデザインセンター（9:30 の時点で定員
を超えた場合はその場で抽選）

C
U
LT
U
R
E

青年・成人女性合同講座
「きれいピラティス」

　体に余計な負担をかけず、体幹の筋肉を整えます。
女性限定で、気軽に参加できる講座です。
日時　5 月 20 日～ 7 月 29 日の土曜日　10:00
～ 11:30（7 月 1 日を除く、全 10 回）
定員　10 人
講師　細井智子
費用　受講料 3000 円
持参品　運動のできる服装、タオル、バスタオル、飲料水
申込と詳細　4 月 22 日　10:30 ～、費用を持参し直
接東ライフデザインセンター（10:30 の時点で定員
を超えた場合はその場で抽選）
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カルチャー カルチャー

■みんなで作ろう！夢のこいのぼり
　ウロコ形のカードに「将来、何に
なりたいか」を書いてね。みんなで
ジャンボこいのぼりを完成させよう。
期間　4 月 15 日～ 5 月 5 日
■ぐりとぐらになって写真を撮ろう
　絵本「ぐりとぐら」の青色と赤色の帽子をかぶっ
て写真撮影ができます。
期間　4 月 22 日～ 5 月 7 日
備考　 ▽カメラの準備と撮影は各自で行ってくださ
い ▽読み聞かせの時間は撮影できません

もりの本やさん
☎ 058-370-7175

K
ID
S 親子で楽しもう！

もりの本やさん春のイベント

〒 509-0111 鵜沼字石山　日本ラインうぬまの森内
㊡ 4/17・24、5/1・8・9・12・15・16・22・23・29

日時　5 月 4 日（木）　10:00 ～ 11:00
場所　中央ライフデザインセンター図書室おはなし
コーナー
内容　切り絵でこいのぼり作り、読み聞かせ

中央ライフデザインセンター図書室
☎ 058-383-2125

K
ID
S こいのぼり作りと読み聞かせを楽しもう

「子どもの日のおたのしみ会」

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8
㊡ 4/17・24、5/1・8・9・12・15・16・22・23・29

　ウロコ形の色画用紙に絵を描いて、元気な「こい
のぼり」を作ります。
期間　4 月 27 日～ 5 月 11 日
場所　川島ほんの家幼児コーナー

川島ほんの家
☎ 0586-89-5610

K
ID
S 親子での参加も大歓迎 !

ジャンボこいのぼりをみんなでつくろう !!

〒 501-6022 川島松倉町 1951-4（川島会館 3 階）
㊡ 4/17・24、5/1・8・9・12・15・16・22・23・29

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 4/17・24、5/1・8・9・12・15・16・22・23・29

■中央図書館　 ▽ 夏目漱石生誕 150 周年展、子ど
もの本展、だいすきおかあさん !! 本展＝ 5 月 11 日
まで
■川島ほんの家　 ▽ 新しいコト始めませんか？＝ 5
月 11 日まで
■中央ライフデザインセンター図書室　 ▽ おかあさ
んのえほん＝ 5 月 2 日～14 日 ▽みんなで笑おう！＝
5 月 13 日～ 6 月 1 日
■もりの本やさん　 ▽ Let's ガーデニング！、Let's 
go! さあ、でかけよう＝ 6 月 1 日まで

B
O
O
K 旬の本・話題の本を展示

図書館展示コーナー

■たのしい童話教室
日時　5 月 13 日、6 月 10 日、7 月 8 日、8 月 12 日、
9 月 9 日、10 月 14 日、11 月 11 日、12 月 16 日　
いずれも土曜日　9:30 ～ 11:30（全 8 回）
対象　中学生以上
定員　20 人（申込順）
講師　山本静夫・童話作家
■エッセイ教室
日時　5 月27 日、6 月 24 日、9 月 16 日　いずれも土
曜日　9:30 ～ 12:00（全 3 回）
対象　中学生以上
定員　10 人（申込順）

【共通事項】
申込　4 月 15 日～市内図書館にある申込書（市ウェ
ブサイトからもダウンロード可）に記入し、直接、
市内図書館、またはファクスで中央図書館

C
U
LT
U
R
E

書くことで新たな自分を発見しよう
童話教室・エッセイ教室

日時　5 月 28 日、6 月 25 日、7 月 23 日、8 月 27 日
いずれも日曜日　10:00 ～ 11:30（全 4 回）
対象　小学 2・3 年生
定員　10 人（市内の方を優先し、抽選）
講師　高田浩史・国語作文教室「文

ぶんぶんぶん

聞分」主宰
申込　4 月 25 日～ 30 日に市内図書館にある申込書

（市ウェブサイトからもダウンロード可）に記入し、
直接、市内図書館、またはファクスで中央図書館

K
ID
S 本や図書館が大好きな子集まれ！

「小学生のためのおもろい作文教室」

中央図書館
☎ 058-383-1122　　058-371-1145

B
O
O
K あなたのまちへ図書館がやってくる

5 月の移動図書館車さつき号

期日 場所・時間（滞在時間は 30 分・※は 40 分）

2日
（火）

真墨田神社（9:40 ～）、貞照寺（10:30 ～）、加佐
美神社（13:40 ～）、おがせ公園（14:30 ～）

10 日
（水）

つつじが丘ふれあいセンター①（9:40 ～）、鵜沼台
中央公園（10:30 ～）、尾崎市民サービスセンター
前（13:40 ～）、桐野町ふれあいセンター※（14:20 ～）

11 日
（木）

清住町公民館（9:40 ～）、月丘団地西側（10:30 ～）、
JA 西市場跡地（13:40 ～）、尾崎公園※（14:20 ～）

17 日
（水）

鵜沼東福祉センター（9:40 ～）、新鵜沼台コミュニ
ティセンター①※（10:20 ～）、稲羽東福祉センター

（13:40～）、東ライフデザインセンター①※（14:20 ～）

18 日
（木）

川島笠田町公民館（9:40 ～）、川島市民サービスセ
ンター※（10:20 ～）、大佐野町公民館（13:40 ～）、
三井山官舎①※（14:20 ～）

19 日
（金）

東山ニュータウンふれあい集会所（9:40 ～）、三ツ池町
３丁目（ヴァンデュール各務原前）（10:30 ～）、成清
町公民館（13:40 ～）、稲羽西福祉センター ※（14:20 ～）

24 日
（水）

稲羽地区体育館（9:30 ～）、琴が丘ふれあい会館
※（10:20 ～）、丸子町ふれあいセンター（13:40 ～）、
鵜沼福祉センター（14:30 ～）

25 日
（木）

弓道場※（9:30 ～）、松が丘松田公園（10:30 ～）、
つつじが丘ふれあいセンター②※（13:40 ～）、中
山道鵜沼宿駐車場（14:30 ～）

26 日
（金）

出前図書館（依頼募集中）、柿沢ふれあいセンター
（14:30 ～）

30 日
（火）

那加地区体育館（9:30～）、東ライフデザインセンター②
※（10:20～）、各務原区コミュニティセンター（13:30～）、
新鵜沼台コミュニティセンター②※（14:20 ～）

31 日
（水）

三井山官舎②※（9:40 ～）、稲羽ふれあいセンター
（10:30～）、そはらふれあいセンターそらーら※（13:30

～）、各務福祉センター（14:30 ～）

6 月
1 日
（木）

大伊木町ふれあいセンター（9:40 ～）、鵜沼南町会
館（10:30 ～）、大野町公民館（13:30 ～）、慈光園
※（14:20 ～）

期間　4 月 25 日～ 30 日　10:00 ～ 17:00（ただし、
25 日は 13:00 ～、30 日は 16:00 まで）
詳細　一眼デジカメサークル光彩・清水☎ 058-384-
1794

A
R
T 中央図書館 3 階「市民ギャラリー」

一眼デジカメサークル光
こうさい

彩 第 3 回写真展

■「オトナの社会見学」第 1 弾
　「地震災害を知る “根尾谷断層見学”」
　大人だからこそ知っておきたい！そんな「オトナ
の社会見学」を５つのテーマで行います。第 1 弾は、
いつ起こってもおかしくないといわれる巨大地震に
ついて、さまざまな角度から話を聞き、本巣市の根
尾谷断層や地震断層観察館を見学します。
日時　

△

講義＝ 5 月 17 日（水）　9:30 ～ 11:30

△

現地見学＝ 24 日（水）　9:30 ～ 15:30（全 2 回）
定員　30 人（申込順）
講師　小井土由光・岐阜大学名誉教授
費用　受講料 600 円、入館料など 1500 円（予定）
■さわやか初夏のウオーキング
　さわやかな初夏の風の中、木曽川ウオーキングを
楽しみませんか。緑に芽吹いた草木や野鳥、愛らし
い小動物の解説を聞きながら歩きましょう。
日時　5 月 16 日（火）　9:30 ～ 11:30（雨天中止）
場所　かさだ広場（川島笠田町）
定員　20 人（申込順）
講師　NPO 法人ふれあいの森自然
学校
費用　受講料 300 円
持参品　双眼鏡、タオル、飲み物
備考　動きやすい服装、運動靴
■珈琲の淹

い

れ方講座～アイス珈琲編～
　毎日飲んでいるコーヒーの知識や、おいしい入れ
方をプロから学んでみませんか。夏向けのアイス
コーヒーの入れ方をマスターできます。
日時　5 月 25 日（木）　13:30 ～ 15:30
定員　16 人（申込順）
講師　宮川茜・KAKAMIGAHARA  STAND コーヒー
マイスター
費用　受講料 300 円、材料費 400 円
持参品　ハンドタオル、台布巾、皿
布巾、ごみ袋

【共通事項】
申込　4 月 25 日　10:00 ～、受講料を持参し、西ラ
イフデザインセンター（10:00 の時点で定員を超え
た場合は、その場で抽選）

西ライフデザインセンター
☎ 058-383-1121

C
U
LT
U
R
E

バラエティ豊かな短期講座を開催！
お気軽にお申し込みください

〒504-0912 那加桜町 2-186 産業文化センター4 階
㊡祝日

FAX
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み ん な 集 合

ご紹介する団体・サーク
ルを募集しています！
詳細は広報課☎ 058-
383-1111（内線 2151）

File № 4-15                                                 

KIDS in Kakamigahara

楽
し
い
情
報
と
笑
顔
を
お
届
け
！

毎月15日号に掲載

さ
く
ら
（
那
加
桜
町
２
、
総
合
福
祉

会
館
２
階
）
☎
０
５
８
（
３
８
３
）

７
６
１
３　

木
・
祝
日
休

あ
さ
ひ
（
鵜
沼
朝
日
町
３
）
☎
０
５

８
（
３
７
０
）
０
５
０
０　

月
・
祝

日
休

う
ぬ
ま
（
鵜
沼
羽
場
町
２
）
☎
０
５

８
（
３
７
９
）
１
１
７
７　

木
・
祝

日
休

そ
は
ら
（
蘇
原
野
口
町
１
、
蘇
原
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階
）
☎

０
５
８
（
３
８
３
）
５
２
８
５　

月
・

祝
日
休

か
わ
し
ま
（
川
島
松
原
町
、
川
島

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
）
☎

０
５
８
６
（
８
９
）
２
６
３
４　

土
・

日
・
祝
日
休

子
ど
も
館
（
開
館
９
時
～
17
時
）

知
り
ま
し
た
。

　

私
の
夢
は
、
獣
医
師
に
な
る

こ
と
で
す
。
ペ
ッ
ト
だ
け
で
な

く
、
野
生
動
物
も
診
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。し
か
し
、

「
い
の
ち
の
授
業
」
を
受
け
て
、

動
物
の
怪
我
や
病
気
を
治
し
助

け
る
だ
け
で
な
く
、
交
通
事
故

な
ど
に
遭
わ
な
い
よ
う
動
物
を

守
る
こ
と
の
で
き
る
獣
医
師
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
の
授
業
で
教
え
て
く

だ
さ
っ
た
横
山
先
生
の
よ
う

に
、
動
物
と
人
間
の
正
し
い
関

わ
り
方
、
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と

に
対
す
る
責
任
や
命
の
重
さ
を

た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

文
・
６
年
（
３
月
執
筆
当
時
）

鈴
木
菜な

ゆ祐
さ
ん

いのちの授業を受けて
中央小学校

　

私
た
ち
は
、阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
被
災
し
た
小
さ
な
子
ど
も

た
ち
や
、
生
ま
れ
て
く
る
子
ど

も
の
安
否
を
気
づ
か
い
、ま
た
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
毎
日
の
よ
う

に
報
道
さ
れ
る
子
ど
も
の
虐
待

に
心
を
痛
め
て
い
ま
し
た
。

　
「
私
た
ち
に
で
き
る
子
育
て

支
援
は
な
い
だ
ろ
う
か
」。
そ

ん
な
思
い
を
胸
に
、
ア
ル
ミ
缶

リ
サ
イ
ク
ル
の
収
益
に
よ
る

「
ガ
ー
ゼ
の
ハ
ン
カ
チ
作
り
」

を
平
成
７
年
に
ス
タ
ー
ト
。
子

育
て
の
不
安
を
少
し
で
も
解
消

し
た
い
と
の
願
い
を
込
め
、
妊

婦
さ
ん
に
届
け
て
き
ま
し
た
。

　

ア
ル
ミ
缶
を
集
め
る
人
、

ガ
ー
ゼ
ハ
ン
カ
チ
の
レ
ー
ス
を

編
む
人
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
く

人
な
ど
、
地
域
の
中
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
心
が
つ
な
が
っ
て
、

輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

手
作
り
ガ
ー
ゼ
ハ
ン
カ
チ
は

市
の
マ
タ
ニ
テ
ィ
広
場
や
子
ど

も
館
、
病
院
な
ど
で
配
付
し
た

り
、
乳
児
院
に
送
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
マ
マ
た
ち
か
ら
は
、

「
手
作
り
の
温
も
り
が
伝
わ
っ

て
、
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
」
な
ど
感
謝
の
お
手
紙
を

た
く
さ
ん
い
た
だ
き
、
そ
れ
が

私
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、メ
ン
バ
ー
か
ら
は「
私

に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

あ
っ
て
嬉
し
い
」
と
い
う
声
を

聞
き
、
地
域
と
つ
な
が
っ
て
生

き
て
い
る
実
感
を
感
じ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
み
ん
な
で
気
持

ち
を
寄
せ
合
っ
て
、
い
つ
も
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
る
こ
と

を
望
ん
で
い
ま
す
。
一
緒
に
、

誰
で
も
で
き
る
子
育
て
支
援
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
細　

竹
藤
☎
０
９
０
（
１
４

１
８
）
３
３
０
０

ボランティア
ウヌマ

　
「
い
の
ち
の
授
業
」
を
受
け

て
獣
医
師
さ
ん
の
お
話
を
聞
き

心
に
残
っ
た
こ
と
が
二
つ
あ
り

ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
私
た
ち
は
た
く

さ
ん
の
命
を
犠
牲
に
す
る
こ
と

で
、
生
活
を
維
持
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
食
べ
る
た
め

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た

ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
も
の
が

本
当
に
安
全
か
ど
う
か
を
確
か

め
る
た
め
に
、
実
験
動
物
の
命

を
使
う
と
い
う
事
実
を
知
り
ま

し
た
。
実
験
に
使
わ
れ
た
動
物

は
異
常
が
な
い
か
調
べ
る
た
め

に
解
剖
さ
れ
ま
す
。
か
わ
い
そ

う
に
感
じ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
は

あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

し
た
。
私
た
ち
が
生
き
る
た
め

に
奪
わ
れ
て
き
た
命
の
多
さ
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
獣
医
師
の
仕
事

が
動
物
を
助
け
る
こ
と
だ
け
で

は
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
私
に

と
っ
て
獣
医
師
の
姿
は
、
犬
や

猫
な
ど
の
病
気
や
怪
我
を
治
し

飼
い
主
の
相
談
に
の
る
と
い
う

も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
実
際

は
肉
の
品
質
を
調
べ
る
人
や
保

健
所
で
働
く
人
も
い
ま
す
。
獣

医
師
が
生
き
物
を
殺
す
こ
と
に

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
と
て
も

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

獣
医
師
と
い
う
立
場
で
、
動

物
を
殺
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い

こ
と
は
ど
れ
ほ
ど
つ
ら
い
こ
と

で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。

獣
医
師
の
別
の
一
面
を
初
め
て

河田晃資さん｜「水防功労者国土交通大臣表彰」受賞

　

水
防
に
従
事
し
、
水
災
の
防

止
や
軽
減
に
優
れ
た
功
績
を
挙

げ
た
者
に
贈
ら
れ
る
「
水
防
功

労
者
国
土
交
通
大
臣
表
彰
」。

今
年
2
月
、
上
中
屋
町
の
河
田

晃
資
さ
ん
が
、
そ
の
栄
誉
を
手

に
し
た
。

　

河
田
さ
ん
は
、叔
父
の
勧
め

で
上
中
屋
水
防
団
に
入
団
。
平

成
23
年
か
ら
は
、団
長
と
し
て
28

人
の
団
員
を
ま
と
め
、こ
れ
ま
で

28
年
、
新
境
川
を
見
守
っ
て
き

た
。そ
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、今

回
の
受
賞
と
な
っ
た
。

　

水
防
団
の
主
な
活
動
は
、
堤

防
の
巡
回
。
降
雨
時
は
も
ち
ろ

ん
、
6
～
11
月
の
梅
雨
や
台
風

の
時
期
は
毎
日
、
川
の
水
位
に

気
を
配
る
。
28
年
間
続
け
る
の

は
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

し
か
し
、
河
田
さ
ん
は
「
子
ど

も
の
こ
ろ
か
ら
川
と
一
緒
。
苦

労
だ
と
思
っ
た
こ
と
も
な
い
で

す
わ
」
と
、
大
笑
す
る
。

　

そ
の
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
性
格

か
ら
、
後
輩
か
ら
の
信
頼
も
厚

い
。
毎
年
行
わ
れ
る
「
水
防
工

法
競
技
大
会
」
で
、
何
度
も
優

勝
し
て
い
る
上
中
屋
水
防
団
だ

が
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
支
え
て

い
る
の
は
河
田
さ
ん
の
人
柄
に

他
な
ら
な
い
。

　

そ
ん
な
河
田
さ
ん
だ
が
、
近

隣
の
市
で
3
人
の
行
方
不
明
者

を
出
し
た
、
7
年
前
の
豪
雨
災

害
に
は
肝
を
冷
や
し
た
。当
時
、

市
内
の
河
川
も
危
険
水
域
付
近

ま
で
達
し
て
い
た
か
ら
だ
。

　
「
各
務
原
市
で
も
、
い
つ
被

害
が
出
る
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

大
切
な
の
は
、
川
の
よ
う
す
を

見
続
け
る
こ
と
。
増
水
し
て
か

ら
で
は
遅
い
で
す
」。
先
ほ
ど

の
笑
顔
と
は
違
い
、
そ
の
表
情

は
真
剣
だ
。

　

現
在
も
団
長
を
務
め
る
が
、

今
後
は
一
層
、
後
継
者
の
育
成

に
も
力
を
注
い
で
い
く
と
い

う
。「
故
郷
で
す
か
ら
、
自
分

た
ち
で
守
る
の
が
当
た
り
前
で

し
ょ
う
」
と
、
豪
快
に
笑
う
河

田
さ
ん
。
今
日
も
彼
の
お
か
げ

で
、
川
の
平
和
は
守
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
思
い
は
、

こ
れ
か
ら
も
上
中
屋
水
防
団
に

受
け
継
が
れ
て
い
く
。

KAWADA Akimoto
夏は、朝から晩まで木曽川で漁にい
そしむ。水防団の仲間たちと酒を酌
み交わすのも、楽しみのひとつ。

万が一に備え、川を見守り続ける

子
育
て
講
座
「
食
育
講
座
」

　

よ
く
遊
び
、よ
く
眠
り
、食
事

を
楽
し
む
子
ど
も
を
育
て
る
こ

と
を
目
指
し
て
、
食
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

日
時　

▽
６
月
13
日（
火
）＝
さ

く
ら
▽ 

14
日（
水
）＝
そ
は
ら

▽
16
日（
金
）＝
か
わ
し
ま
▽
20

日（
火
）＝
う
ぬ
ま
▽
28
日
（
水
）

＝
あ
さ
ひ　

い
ず
れ
も
10
時
～

11
時
30
分　
　
　
　
　
　

対
象　

乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者

（
託
児
あ
り
）

定
員　

各
20
人
（
か
わ
し
ま
の

み
15
人
、
い
ず
れ
も
申
込
順
）

申
込　

５
月
12
日　

９
時
～
各

子
ど
も
館
、
13
時
～
電
話
で
も

受
付

４
月
の
あ
か
ち
ゃ
ん
あ
つ
ま
れ

日
時　

▽
４
月
12
日（
水
）＝
か

わ
し
ま
▽
18
日（
火
）＝
あ
さ

ひ
、
そ
は
ら
、
う
ぬ
ま
▽
21
日

（
金
）＝
さ
く
ら　

い
ず
れ
も
14

時
～
15
時

子
ど
も
館
っ
て
ど
ん
な
場
所
？

　

子
ど
も
館
は
、
市
内
に
５
カ

所
あ
り
、
乳
幼
児
親
子
や
小
学

生
が
自
由
に
来
て
遊
べ
る
と
こ

ろ
で
す
。
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
や
絵

本
、
ま
ま
ご
と
セ
ッ
ト
な
ど
、

お
も
ち
ゃ
も
い
っ
ぱ
い
！

　

ど
の
館
も
、平
日
11
時
～「
み

ん
な
で
あ
そ
ぼ
」
の
時
間
を
設

け
、
体
操
や
歌
、
手
遊
び
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、
み
ん

な
で
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
自

由
に
利
用
で
き
る

子
ど
も
館
に
、
気

軽
に
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。
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作　

・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

各
務
原
飛
行
場
百
年
物
語

グッジョブ！
市内でイキイキと働く、「グッジョブ！」
な皆さんをご紹介するコーナーです。

今
月
の
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
！
さ
ん

　
か
つ
て
の
仕
事
仲
間
と
、「
自
分
た
ち
の
店

を
持
と
う
」
と
、
２
年
前
に
焼
肉
店
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
店
名
の
「
バ
ル
」
は
、
ス
ペ
イ

ン
語
で
「
居
酒
屋
」。
お
客
さ
ん
に
、
居
酒
屋

の
よ
う
に
気
軽
に
入
っ
て
も
ら
え
る
店
に
し
た

く
て
、「
ホ
ル
バ
ル
」と
い
う
名
前
に
し
ま
し
た
。

　
お
店
の
こ
だ
わ
り
は
、「
こ
こ
だ
け
の
味
」

を
提
供
す
る
こ
と
。飛
騨
牛
の「
ホ
ル
モ
ン
」や
、

豚
の
タ
ン
を
厚
切
り
に
し
た「
タ
ン
ス
テ
ー
キ
」

な
ど
、
近
隣
で
は
な
か
な
か
食
べ
ら
れ
な
い
よ

う
な
食
材
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
自
家
製
の
タ

レ
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
お
客
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
店
の
雰
囲
気
や
味
を
追
求
し
、「
各

務
原
の
焼
肉
な
ら
コ
コ
！
」
と
言
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
店
に
し
た
い
で
す
。

　3月5日、川崎重工ホッケースタジアムを発着点に、
毎年恒例のシティマラソンが開催されました。
【市民カメラマン：尾﨑傑さん】
春を思わせる暖かさと晴天に恵まれました。全国
から過去最多3846人のエントリーがあり、3コー
ス・計 10部門で競い合いました。今年は、スター
トとゴール位置が変更されましたが、けがにつな
がる転倒もなく、明るい日差しの中、気持ちよさ
そうにランナーが駆け抜けていきました。

屋外スポーツの拠点が全面完成！

アフリカへ届け、みんなの気持ち 春の鵜沼宿を一日満喫！

総合運動公園グランドオープン

「那加中ふれコミ隊」靴寄贈 中山道鵜沼宿春まつり

かかみがはらシティマラソン

　平成 26 年から 3年をかけてリニューアル工事
が行われてきた総合運動公園。陸上競技場やサッ
カー場、キャンプ場やサイクリングロードなどの
敷地内の全施設が完成し、3月 25 日に記念式典
が執り行われました。
　当日は、サッカー解説者の松木安太郎さんらを
ゲストに迎えた式典のほか、各種スポーツの体験
教室やサッカー教室も行われ、約 3000 人の来場
者が市の屋外スポーツ拠点の完成を祝いました。

　那加中と那加一・那加三小の児童生徒で構成す
る「那加中ふれコミ隊」が、不要になった靴を集
め、アフリカのコートジボワールに贈りました。
　今年で 3回目となるこの活動。3月 29 日に那
加第一小で贈呈式が行われ、家庭から寄せられた
靴 312 足を、岐阜市のNPO法人に手渡しました。
　隊長で那加中 2年の佐藤弘騎さんは、「皆さん
の心の温かさを感じました。きっと喜んでもらえ
ると思います」と笑顔を浮かべていました。

　3月 19 日、鵜沼宿を会場に、恒例の「中山道
鵜沼宿春まつり」が開催されました。
　中山道の鵜沼宿一帯を歩行者天国に、年 2回開
催されているこのイベント。当日は、太鼓演奏な
どのステージのほか、グルメや子ども向けの工作
コーナーなど、多彩な催しが行われました。
　また、街道を舞台にした「きものファッション
ショー」や、地元保存会による木

き

遣
やり

音頭などが披露
され、来場者から大きな歓声が上がっていました。

東
京
で
評
判
の
菓
子
だ
よ
。
こ
れ
を
こ
っ
ち

で
も
作
っ
て
み
た
ら
ど
う
か
と
思
っ
て
…
イ

モ
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
だ
ろ
、
ど
う
？
」

　
大
学
イ
モ
は
、
こ
の
頃
東
京
の
神
田
あ
た

り
で
大
学
生
が
小
遣
い
稼
ぎ
の
た
め
考
案
し

「
大
学
イ
モ
」
と
名
を
付
け
た
も
の
が
評
判

と
な
り
、
や
が
て
全
国
へ
普
及
し
て
い
っ
た
。

「
あ
り
が
と
う
。
ち
ょ
う
ど
俺
た
ち
も
農
会

の
青
年
部
で
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
な
ん
だ
。

参
考
に
し
て
み
る
よ
。
早
速
ひ
と
つ
食
べ
て

み
よ
う
か
、
い
い
か
い
」

「
も
ち
ろ
ん
さ
。
俺
は
東
京
で
食
べ
飽
き
て

る
の
で
、
も
う
要
ら
な
い
よ
」

― 

つ
づ
く
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「
蘇
原
も
川
崎
が
来
て
ず
い
ぶ
ん
発
展
し
た

よ
う
だ
。
し
か
し
兵
頭
君
、
こ
の
ま
ま
行

く
と
ま
た
世
界
が
戦
争
に
な
る
。
今
度
は
日

本
も
巻
き
込
ま
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う

な
っ
た
ら
間
違
い
な
く
川
崎
は
軍
需
工
場
に

な
る
」

　
兵
頭
は
、
毅
の
言
葉
に
ハ
ッ
と
し
た
。

　
自
分
が
川
崎
に
入
社
し
た
の
は
た
だ
純
粋

に
飛
行
機
製
造
に
関
わ
り
た
か
っ
た
だ
け

の
こ
と
で
、
希の

ぞ
み望
通
り
現
在
は
土
井
武
夫
技

師
の
下
で
設
計
の
勉
強
を
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
技
術
を
習
得
で
き
る
う
え
毎
月
決

ま
っ
た
給
料
が
貰
え
る
こ
と
を
有
難
く
思
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
皮
肉
に
も
軍
用

機
の
開
発
に
繋
が
っ
て
行
く
の
だ
っ
た
。

「
あ
っ
、
忘
れ
て
い
た
よ
、
竹
男
君
」

　
と
言
っ
て
毅
は
、
上
着
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら

紙
の
包
み
を
出
し
た
。
中
か
ら
は
サ
ツ
マ
イ

モ
の
揚
げ
た
も
の
が
一
つ
ま
み
出
て
き
た
。

「
こ
れ
は
ね
、
大
学
イ
モ
と
い
っ
て
、
い
ま

【これまでのあらすじ】昭和3年（1928年）の稲葉郡蘇原村。平田竹男は、小学校卒業のときに交わした、「10年後に会おう」
　　　　　　　　　という約束を守るため、一本松へ向かう。そこには兵頭と、東京の大学へ行った大平田毅の姿があった…

小川将宏さん
焼肉ホルバル
（蘇原柿沢町）

（
写
真
上
）
人
数
に
合
わ
せ
て
切
り
方

を
変
え
る
な
ど
、
気
配
り
も
忘
れ
な

い
（
同
下
）
テ
ー
ブ
ル
に
並
ぶ
の
は
、

小
川
さ
ん
が
厳
選
し
た
旬
の
素
材

ウオッチ

WATCH

市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ
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油絵
「深み行く秋」

定年を機に、幼いころから好きだった絵を始めました。

描くうえで気をつけているのは、「自分の色」で描くこと。

見た人が自分の絵だと分かる色使いを心がけています。

風景を描くときには、モデルとする場所に足を運び、自

分の目で見ることを大切にしています。これからも公募

展などへの出品を励みに、描き続けていきたいです。 加藤巌
い ず み

美さん
（那加西野町）

CITY
GALLERY

自分ならではの色使いを大切に

「各務原市公式 L
ラ イ ン

INE」で、子育て・イベント、
「元気ッズ」募集などの情報を逃さずゲット！

右のQRコードから、または
「@kakamigahara」で検索！

毎日新しい発見をして、にっこり笑顔を見せ

てくれるね！これからも元気に遊ぼうね！

（徹さん・幸江さん、小佐野町）

身長87cm、体重13.5㎏の BIG 晴葵。どんどん

大きくなってパパとママをビックリさせてね！

（陽介さん・友美さん、鵜沼朝日町）

髙
たか

　晴
はるき

葵ちゃん（H27.7.21 生）間宮　悠
ゆうと

翔ちゃん（H28.1.28 生）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8521 人（男　7万 3412 人・女　7万 5109 人）

世帯｜ 5万 8506 世帯　　　　　平成 29 年 3月 1日現在
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